
開催場所
＜ 第 １ 回 ＞ 起業プラザひょうご（サンパル6階）
＜第2～５回＞ 神戸市勤労会館 405号室

受講料 10,000円（全５回）
特別公開講座（第１回）のみの受講は2,000円

10月20日㊏～12月1日㊏ 開催日時

全5回 13:30～16:30

定員/募集 20名／9月10日から先着順受付

多くの地域コミュニティが衰退する中、地域住民が主体的に
ビジネス手法を用いて地域課題の解決に取り組む「コミュニティ
ビジネス」が注目されています。
高齢者、子育て、教育、環境、多文化共生、まちづくりなど、様々な
分野での活動が広がり、地域活性化や参画する人の生きがい
づくりにつながっています。
「コミュニティビジネス実践講座」は、短期集中的にコミュニティ
ビジネスについて理解し、起業の方法や事業計画の作り方等に
ついて学ぶ、実践的なプログラムです。
修了生の中からは、コミュニティレストラン、介護タクシー、地域の
居場所など、実際に立ち上げて活躍されている方も多くいます。
若者から熟年世代まで、関心のある方の参加をお待ちしています！

お申し込み
お問い合わせ

主催：公益財団法人神戸いきいき勤労財団　　企画運営：認定NPO法人コミュニティ・サポートセンター神戸（CS神戸）、生きがいしごとサポートセンター神戸東
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(公財)神戸いきいき勤労財団
生涯現役支援課 「コミュニティビジネス実践講座係」

Tel.078-251-5561　Fax.078-252-9448
 info-kobe-lp@kobe-kinrou.jp
〒651̶0096 神戸市中央区雲井通5丁目3-1 サンパル10階 （土日祝休日）

田村太郎（たむらたろう）氏
一般財団法人ダイバーシティ研究所 代表理事
兵庫県生まれ。高校卒業後、海外を放浪。1995
年阪神・淡路大震災により被災した外国人を支援
する活動に参画。2007年1月から「ダイバーシティ
研究所」代表として、ＣＳＲにおけるダイバーシティ戦
略に携わる。 また2011年東日本大震災を受けて、内閣
官房に発足した「震災ボランティア連携室」で企画官に就任し、2014年
4月からは復興推進参与としても東北復興に携わっている。

与那嶺学（よなみねまなぶ）氏
大阪府生まれ。シンクタンク
等の勤務を経て、2002年
「有限会社協働研究所」を設
立。産業政策の立案、起業家支
援施設の運営業務などに取り組む。
2013年「シニアワークセンターとよなか」を設立し、
シニア層のしごとと生きがい創出に取り組んでいる。

神戸市中央区雲井通5丁目1-2

神戸市中央区
　雲井通5丁目3-1

アクセス

第１回（10月20日）は
起業家育成のプロ・田村太郎氏を講師に迎え
特別公開講座として開催します。



第1回
第2回

第3回

第4回

第5回

10月20日㈯
13:30～16:30

①コミュニティビジネス（CB）とは？
②成功するCBの秘訣

一般財団法人ダイバーシティ研究所
代表理事 田村 太郎氏

シニアワークセンターとよなか
代表 与那嶺 学氏

シニアワークセンターとよなか
代表 与那嶺 学氏

NPO法人神戸なごみの家 
理事長　松本 京子氏
神戸ゲストハウス萬家（MAYA）
オーナー　朴 徹雄氏

NPO法人しゃらく／生きがいしごとサポートセンター神戸西 センター長 小嶋 新氏
認定NPO法人コミュニティ・サポートセンター神戸（CS神戸） 事務局長 飛田 敦子氏
認定NPO法人CS神戸／生きがいしごとサポートセンター神戸東 センター長 人羅亜矢子氏

③事業計画書の作り方のポイント
④事業計画書の作成

⑦事業計画書の発表
⑧発表に対するコメント・アイデア出し

グループ相談

⑤CB実践事例の紹介
　～ホームホスピスと生活支援～
⑥CB実践事例の紹介
　～地域密着型ゲストハウス～

11月3日㈯
13:30～16:30

11月10日㈯
13:30～16:30

12月1日㈯
13:30～16:30

11月17日㈯
13:30～16:30

＜講座スケジュール＞

(公財)神戸いきいき勤労財団 生涯現役支援課 「コミュニティビジネス実践講座係」
Tel.078-251-5561　Fax.078-252-9448　 info-kobe-lp@kobe-kinrou.jp
〒651̶0096 神戸市中央区雲井通5丁目3-1 サンパル10階 （土日祝休日）

お申し込み
お問い合わせ

コミュニティビジネス実践講座FAX参加申込票　Fax.078-252-9448
フリガナ

お 名 前

FAX

セミナーに期待すること

起業のプラン（あれば）

E-mail

ご 住 所 〒

年齢 電話番号

※個人情報は本事業に関する事務処理のみに使用いたします。お申し込みは電話・FAX・E-mailでも承ります。

小嶋 新氏
証券会社勤務を経て、NPO法人しゃらくの設立に参画。現在は「生
きがいしごとサポートセンター神戸西」のセンター長としてCB支援
のほか、神戸市の協働コーディネート業務にも従事している。

飛田 敦子氏
スウェーデンやタンザニアでの留学の後、神戸に戻りCS神戸に入職。
現在、CS神戸事務局長として、NPOやCBに関する相談、地域の居
場所の立ち上げ・運営支援、研修の企画運営等に携わっている。

人羅 亜矢子氏
長く子育て支援に携わり、サークルの立ち上げやママたちの起業支
援等に従事。現在CS神戸が運営する「生きがいしごとサポートセン
ター神戸東」のセンター長としてCBの起業・運営相談にあたっている。

松本 京子氏　NPO法人神戸なごみの家 理事長
緩和ケア認定看護師。阪神・淡路大震災での避難所の支援活動を経験した後、在
宅看護の道に進む。2009年2月、日本では2番目となるホームホスピス「神戸な
ごみの家」を開設。「自分の力で生きることを支える」を理念に、本人と家族の希望
を尊重し、できるだけいつもと変わらない生活を送ることを大切にして、24時間体
制のケアを提供している。現在、神戸なごみの家は、3か所のホームホスピスの運
営、くらしの保健室の開催、訪問型の生活支援サービスの提供を行っている。

朴 徹雄氏　神戸ゲストハウス萬家（MAYA） オーナー
神戸・灘区の水道筋商店街近くの元医院を改装し、2017年7月神戸ゲストハウ
ス萬家をオープン。高校時代の日韓学生交流での経験から、国籍や文化が違って
もお互いを尊重しあえる社会をつくるために個人と個人が交流することの大切さ
を実感。約2年間の準備期間では、“地元の人”になるべく、商店街の喫茶店で働き、
地域の行事にも積極的に参加。商店街の協力のもと、宿泊者向けの「つまみ食い
ツアー」を開催するなど、地域とのつながりを大切にした運営を行っている。

まつもときょうこ こじま あらた

ひだ  あつこ

ひとら  あやこ

ぱく ちょるん

CB実践講座受講生の声

事例報告者 グループ相談担当

ながた とみほ
永田 富保氏

主に高齢者を対象とした
『永田介護タクシー』を立ち上げ

受講により、自分の目標が明確になり、
スムーズに立ち上げる事ができました。

おうちごはんと暮らしの学び舎
『ままや』を立ち上げ

起業の肝は事業計画書。この講座で
考え方と書き方をしっかりと学びました。

しみず えいこ
清水英子氏


